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令和４年度 第１回千葉県行政改革審議会 開催概要 

 

１ 日  時 令和４年５月９日(月)  午前１０時から午前１０時３０分 

 

２ 場  所 千葉県教育会館 新館５０１ 

 

３ 出 席 者 

石川 久会長、岩﨑 尚子委員、遠藤 雅彦委員、大澤 克之助委員、大谷 益世委員、  

佐久間 英利委員、須田 守委員、宮入 小夜子委員、村上 典子委員 

 

県：熊谷知事（挨拶まで）、鎌形総務部長、井田総務部次長、 

松尾総務課長、加瀬行政経営室長 

 
４ 知事あいさつ 

改めて皆さんおはようございます。 

ご出席の皆様には大変お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうござい 

ます。 

公社等外郭団体については平成 14 年度以降に、抜本的な改革に取り組んで参り   

ました。団体数は、平成 14 年度に 56 団体であったものが令和 2 年度には 35 団体と  

約 4割減に、また財政支出でありますけれども、平成14年度 523 億円が、令和2年度

166億円と、3分の1になるなど、公社改革は相当程度進んでおります。 

今後、必要性をしっかりと見直しをしていきながら公社改革を進めていくとともに、

この公社の活用についても、あわせて重要な論点だろうと考えております。 

令和 4年 3月策定の千葉県行財政改革計画でも、公社等外郭団体との連携を取り組み

の一つとして位置付け、今後は必要性を踏まえた有意義な活用を検討して参りたいと 

思っております。 

本日は、公社等外郭団体の関与方針原案について、ご説明をさせていただきます。 

それぞれのご専門の立場から、ご意見を忌憚なくいただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 

５ 諮  問 

  ＜総務部長から会長へ諮問書を手交＞ 

  公社等外郭団体の関与方針について諮問いたします。 

県ではこれまで、「公社等外郭団体指導指針」と「公社等外郭団体の改革方針」により、

公社等外郭団体に対して、統廃合等の抜本的改革を指導してきました。 
改革の成果等を踏まえると、今後は、団体の経営健全化と有意義な活用の両立を   

図っていく必要があると考えています。 

つきましては、貴審議会に、「公社等外郭団体の関与方針」を諮問します。 

令和４年５月９日 千葉県知事 熊谷 俊人代読 
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６ 議  題 

  公社等外郭団体の関与方針原案 

 

７ 委員意見等 

議題 公社等外郭団体の関与方針原案について 

（資料により総務課長が説明） 

 

【会長】 

ただいまの事務局からの説明について、ご意見・ご質問等はございますか。 

 

【宮入委員】 

ご説明ありがとうございました。 

関与方針区分がはっきりわかりやすいと思います。 

一つ質問させていただきます。この時間軸のイメージですが、縮小、拡大、維持など、

ゴールがある程度決まっている団体については、その方向で関与していくことはわかるの

ですが、検討が3ヶ所あるのですが、検討している間の関わり方というのは、どのような

関わり方なのでしょうか。 

検討中は従前どおりということなのか。また、その関わり方は１年間なのか等、その  

タイムスパンについても教えていただきたい。 

少なくともこの1年間は、関与の仕方をそのまま維持しておくというイメージでしょう

か。 

 

【総務課長】 

今回、策定いたします関与方針の期間は、策定から 5 年間という期間を設けたいと   

思っております。 

そして、検討について、例えば関与縮小検討ですとか、関与拡大検討については、その  

期間内には結論を出すよう、所管している県庁の課とその団体と、ベクトルに向かった  

方向で話をしていき、5 年間またずに結論が出れば、その団体については、その段階から  

実行に移していくというイメージで考えております。 

以上でございます。 

 

【会長】 

今後、事務局からの説明にもありましたとおり、部会による個別団体の予備的な審議を

行い、その結果を踏まえ、全体審議を行いたいと思います。 

また、関与方針の全体審議後に、全団体にかかる新指針の検討も行いたいと思います。 

事務局は必要な資料整えまして考え方を整理していただきたいと思います。 

なお、個別団体の議論を行う場合は、団体の詳細な内部情報を扱うこととなりますので、

千葉県行政改革審議会の議事及び運営に関する要領第2条により、非公開での開催となり

ます。 
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８ その他 

＜総務部長発言＞ 

最後になりますので私の方からご挨拶を申し上げさせていただきたいと思います。 

本日は会長はじめ、委員の皆様にはご審議等のため、ご出席をいただきまして、誠に  

ありがとうございます。 

今後、議論が進んでいくことと思います。 

いただくご意見等をしっかりと踏まえまして、関係部局と連携をして、関与方針の策定

に向けて取り組んで参りたいと考えております。 

引き続きご指導を賜りますよう、よろしくお願いをいたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

【会長】 

それでは、今回の議論や意見、部会の審議を踏まえ、作成を進めていきたいと思って  

おります。 

本日の議事は終了いたします。 

 


